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高梁市国民健康保険の医療費について
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H26年度高梁市全域医療費分析

［図１］平成26年度高梁市全医療費分析
　現在、高梁市国民健康保険被保険者の１人当たり医療費（平成２６年度）は、
44万 1079 円で、県内で２番目に高くなっています。１人当たり医療費は
経年的に増加傾向にあり（表１）、特に、会社を退職して年金を受けられる 65
歳未満の人が対象となる退職被保険者は、一般被保険者と比較すると約２倍
の増加率となっています。
　医療費の内訳［図１］でみると、がん（新生物）・循環器系（心臓・血管系）
の病気・消化器系の病気が全体の 36％を占めています。これらの病気の中に
は、市で行っているがん検診・特定健康診査等で早期発見できるものもあり、
定期的に受診することで、病気の予防につながります。
　未受診者の生活習慣病等の１人当たり医療費は、健診受診者と比べると、
約 11.7 倍も多くかかっています。これは、未受診者が医療機関を受診した
時には、ある程度病気が悪化した状態であったからと考えられます。
　生活習慣病やがんは、自覚症状が出にくいため、日ごろから健康診断や各
種がん検診を受診し、早期発見に心掛けるようにしましょう。

区　　分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

一人当たり
医療費

一　般 393,894 401,935 406,603 422,243 422,160 441,168
退　職 348,195 347,333 351,606 352,208 388,267 440,002
全　体 390,830 397,219 401,096 415,325 419,096 441,079

（円）（表１）高梁市国民健康保険における１人当たり医療費の推移
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昭
和
20
年
８
月
の
敗
戦
に
と
も
な
い
、

連
合
軍
総
司
令
部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）の
日
本
占
領

政
策
に
よ
っ
て
弓
道
を
含
む
す
べ
て
の
日

本
武
道
が
禁
止
さ
れ
、
組
織
体
の
大
日
本

武
徳
会
は
翌
21
年
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
能
安
は
直
ち
に
弓
道
家
有
志

と
と
も
に
宇う

野の

要よ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う（
青
森
県
出
身
の

裁
判
官
で
、
日へ

置き

流
紀
州
竹
林
派
の
弓
道

家
。
解
散
当
時
は
武
徳
会
の
弓
道
部
長
）

を
会
長
に
し
て
全
日
本
弓
道
聯れ

ん

盟め
い

を
作

り
、
自
ら
は
範
士
、
常
務
理
事
の
一
人
と

し
て
、
日
比
谷
に
あ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
頻
繁

に
通
う
な
ど
、
日
本
弓
道
の
再
建
運
動
に

奔
走
し
ま
す
。

　

能
安
は
日
本
弓
道
の
真
の
姿
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
当
時
の
担
当
官
で
あ

る
ニ
ュ
ー
ヘ
ル
ド
を
西
荻
窪
の
道
場
へ
招

待
し
、
日
本
弓
道
は
本
来
禅
に
通
じ
、
軍

国
主
義
と
は
無
縁
の
人
間
形
成
を
主
眼
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
熱
心
に
説
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ル
ド
が
二
の

矢
を
小
指
に
挟
ん
で
弓
を
引
く
射
士
を
見

て
、「
初
矢
で
失
敗
し
た
ら
す
ぐ
次
の
矢

で
相
手
を
仕
留
め
る
殺
意
の
表
現
で
は
な

い
か
」
と
尋
ね
た
時
に
は
、「
あ
れ
は
内
側

に
曲
げ
た
小
指
を
締
め
て
肘
の
外
側
の
筋

を
利
か
せ
る
た
め
だ
」
と
反
論
し
、
槍
投

げ
の
選
手
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヘ
ル
ド
の
共
感

を
誘
う
と
、
重
い
テ
ー
ブ
ル
の
端
に
指
を

掛
け
て
持
ち
上
げ
て
見
せ
、
指
先
の
機
能

の
重
要
さ
を
強
調
す
る
な
ど
、
理
路
整
然

と
応
じ
て
一
歩
も
退
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
惜
し
み
な
い
努
力
が
実
り
、

昭
和
23
年
の
福
岡
国
民
体
育
大
会
へ
の
試

験
的
参
加
が
許
可
さ
れ
て
弓
道
が
復
活
し

た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
今
日
の
弓
道
隆

盛
へ
の
道
を
開
い
た
と
い
う
点
で
能
安
の

大
き
な
功
績
で
す
。

よよよ

し

だ

よよ

しし

やや

す

し

ほ
ううう

文　

寺
田
隆
尚

日
本
弓
道
の
復
活
が
成
っ
て
全
日
本
弓

道
聯
盟
が
解
散
後
、
新
た
に
日
本
弓
道
連

盟
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
28
年
、
遊

神
館
吉
田
教
場
は
創
立
25
周
年
を
迎
え
、

記
念
射
会
に
は
来
賓
と
し
て
宇
野
要
三

郎
、
安あ
ん

沢ざ
わ

平へ
い

次じ

郎ろ
う

、
神か

み

永な
が

政ま
さ

吉き
ち

ら
各
範
士

が
来
場
し
て
礼
射
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
復
活
後
の
弓
道
は
し
だ
い
に
ス

ポ
ー
ツ
化
の
傾
向
を
強
め
、
的
中
主
義
に

偏
っ
て
き
ま
し
た
。
能
安
は
武
道
と
し
て

の
本
来
の
弓
道
精
神
を
取
り
戻
す
こ
と
の

必
要
を
痛
感
し
、
理
事
の
志し

村む
ら

国く
に

作さ
く（
水

戸
の
医
師
で
、
能
安
と
弓
道
研
究
会
を

組
織
し
た
）ら
と
、
そ
の
考
え
を
機
関
誌

「
弓
」
に
発
表
す
る
な
ど
し
て
強
く
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
能
安
は
連
盟
を
離

れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
29
年
に
大
日
本

武
徳
会
を
再
建
、
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
会
は
文
部
省
か
ら
公
的

組
織
と
し
て
の
認
可
が
得
ら
れ
ず
、
や
む

な
く
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
の
ま

ま
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
能
安
は
泰
然
自
若
、
一

貫
し
た
方
針
の
も
と
に
道
場
の
門
弟
、
学

第
４
回

日
本
弓
道
を
復
活
さ
せ
る

生
の
指
導
に
当
た
り
、
社
会
に
有
為
な
人

材
を
多
く
育
て
ま
し
た
。

　

能
安
の
指
導
の
根
柢
に
は
、
的
中
に
と

ら
わ
れ
た
技
巧
本
位
の
あ
り
方
を
否
定

し
、
的
中
は
正
し
い
射
に
徹
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
だ
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
射
絶

命
、
我
意
を
捨
て
て
己
の
な
す
べ
き
こ
と

に
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
重
視
し
た
阿あ

波わ

研け
ん

造ぞ
う

の
教
え
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で

あ
り
、
日
光
の
東
照
宮
で
兜
を
射
貫
い
た

時
の
体
験
に
基
づ
い
た
信
念
で
し
た
。
能

安
の
「
弓
道
い
ろ
は
訓
」
に
は
「
狙
う
的

肚は
ら

に
お
さ
め
て
ゆ
る
ぎ
な
く
」
と
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
に
は
的
は
十
五
間
先
に
置
か

れ
た
外
的
な
対
象
物
で
は
な
く
、
自
分
の

心
そ
の
も
の
と
い
う
主
張
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
再
建
さ
れ
た
大
日
本
武
徳
会
は

能
安
没
後
、
紫
鳳
会
が
運
営
に
当
た
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
、
紫
鳳
会
が
法

人
化
し
て
「
一
般
社
団
法
人
正
法
流
紫
鳳

会
」、
と
改
称
す
る
と
同
時
に
、
同
会
に

吸
収
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
社
）正
法
流
紫
鳳
会

遊
神
館
弓
道
吉
田
教
場
館
長

次
号
へ
続
く

安
沢
、
神
永
、
宇
野
各
範
士

（
向
か
っ
て
左
か
ら
）

４


